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１．⻄宮版⼈⼝ビジョン・総合戦略【概要】 

 
【策定趣旨】  

・急速に進展する少子高齢化への対応や人口の東京一極集中の是正等のため、各自治体で人口減少克服・
地域創⽣のために地⽅版総合戦略の策定が⾏われています。 

・⻄宮市でも、人口の現状を把握・分析するとともに、⽂教住宅都市としての魅⼒を⽣かし、「⻄宮らしい暮らし」を
楽しむまちを基本コンセプトとした「⻄宮版人口ビジョン・総合戦略」を策定しました。 

 
 
【人口の将来展望】 

・⻄宮版人口ビジョンにおいて、社会動態、自然動態からいくつかのパターンを推計し、本市としてはパターン４を目
指すこととした。 

 
（パターン１）国⽴社会保障・人口問題研究所の標準的な推計⼿法で、全国的に人口が減少するため人の

移動が半減すると仮定したもの 
 

（パターン４）合計特殊出⽣率を 1.6 と仮定し、若い世代 25〜34 歳の夫婦のみ世帯が 200 人/年(100 世
帯/年)転入すると仮定した場合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

図－１ 将来⼈⼝展望 
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【本市の政策目標】 

・“「⽂教住宅都市」として魅⼒ある都市でありつづけるために”を本市の総合戦略の基本理念として必要な対策
を講じていくこととします。 

 
・地域創⽣の取組みにあたっては、「独特の高品質なライフスタイルが楽しめるまち」という本市の特徴を活かし、
“「⻄宮らしい暮らし」を楽しむまち〜ライフスタイル発信都市”を、平成 27〜31 年度の総合戦略の基本コンセ
プトとして取組みを展開します。 
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２．⼈⼝の状況 

（１）総⼈⼝の推移 

・平成 29 年度 9 月末現在の⼈⼝は 485,326 ⼈（震災後、初めて減少に転じた） 
 

・15－64 歳割合は 62.44%、平成 29 年度から 0.18 ポイント減少 
・65 歳以上割合は 23.27％、平成 28 年度から 0.43 ポイント増加 
・0－14 歳割合は 14.29％、平成 28 年度から 0.25 ポイント減少 
・75 歳以上割合は 11.21％、平成 28 年度から 0.5 ポイント増加 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
  

図－２ 総⼈⼝の推移 
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（２）⼈⼝動態の状況 

①自然動態 
・平成 29 年の出⽣数は 4,143 人で、平成 28 年に⽐べて約 6.4%減少した。 
・一⽅で死亡数は増加しており、自然増減数は平成 28 年よりも落ち込み、159 人となった。 

 
 

 
 

 
 

②社会動態 
・平成 29 年の転入数は、21,818 人となっており、平成 28 年より 453 人減少した。 
･一⽅で転出数が増加したため、平成 29 年の社会増減数はマイナス 722 人となり、震災以降では初めて
転出超過となった。 
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図－３ ⻄宮市における出生・死亡数の推移 

データ︓平成 14 年〜29 年＿⻄宮市住⺠基本台帳⼈⼝ 

図－４ ⻄宮市の転出・転⼊数の推移（市内間転出⼊を除く） 
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３．⻄宮版総合戦略 平成 29 年度進捗状況 

（１）平成 29 年度の状況について 

基本目標(１) 稼ぐ⼒を引き出し市⺠の暮らしを⽀える産業⽀援 

【施策内容の概要】 
・地域経済の活性化と雇用確保の観点から、競争優位性の高い飲食料品関連産業を中⼼とする分野における

本市産業の競争⼒強化に取り組みます。 
・市内で⽣産された商品やサービスが、消費意識の高い市⺠等により一層、購買・消費されることで、さらに質の高

い商品やサービスの創出、市⺠のライフスタイルの質の向上につながる、正の経済循環（サイクル）が形成される
ことを目指します。 

・企業の社会貢献活動を通じて、本市の地域課題や政策課題に共に取り組む「企業市⺠」を増やし、持続可能
なまちづくりに繋げていきます。 

 

【数値目標】 

・目標達成については今後の動向を⾒守る必要がある。（経済状況により影響を受ける場合があるため） 

 指標（単位） 基準値 最新実績値  目標値 

１ 市内総⽣産（ＧＤＰ） 
 

1 兆 2,379 億円 
（H25） 

 
1 兆 2,384 億円 

(H28) 

  
1 兆 2,969 億円 

（H31） 

２ 
市内 1 事業所当たり製造品 
出荷額等 

 
1,545 百万円

（H25） 

 
1,756 百万円 

(H29) 

  
2,000 百万円 

（H31） 

３ 市内従業者数 
 

147,324 人 
（H24） 

 
152,049 人 

（H28） 

  
160,000 人 

（H31） 

「１」︓県の試算値が変更されたため、基準値と目標値を再設定した。 
「２」︓県による速報値 
 

【目標達成に向けた取組み内容（平成 29 年度の状況）】 

①魅⼒ある企業へのワンス
トップ相談の充実 

■稼ぐ⼒が高い企業、魅⼒ある企業リストの作成 
⇒企業訪問で得た情報を基に、既存施策から支援⽅法を検討した。また、必要

に応じて産業支援機関の支援情報の提供に努めた。 
■事業所訪問によるワンストップ相談 
⇒企業⽴地サポート事業において市内企業の訪問を⾏い、ニーズ把握に努め、必

要に応じて支援制度や支援機関等の紹介を⾏った。 
②企業⽴地・定着の促進 ■市外からの⼯場移転の新規⽴地、及び市内企業の市内での移転や増築時の

優遇制度の提供 
⇒企業訪問により、企業の意向を把握し、ニーズに応えるとともに、企業⽴地奨励
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⾦制度の周知・活用の推進を図った。 
■市外企業の本社機能を市内に移転する場合の優遇制度の創設 
⇒企業⽴地サポート事業において制度周知を⾏った。 

③産学官連携の推進 ■産学連携による製品開発やテストマーケティング(新製品の試験販売)、販路拡
大の支援 

⇒「産学官連携による⻄宮ブランド産品創造事業」で４件を採択し、各事業者が
大学と連携し、試作品開発を⾏った。また、平成29年度より別途コーディネータ
ーに委託し、商品開発のサポートを実施した。 

④起業・創業支援による 
すそ野拡大 

■⻄宮商⼯会議所による重点的な経営指導 
⇒創業支援事業計画に基づき、窓口指導や巡回指導、過去のスクール参加者

へのフォロー等が実施された。 
■セミナー・スクール等による起業者の育成 
⇒創業支援事業計画に基づくセミナーやスクールを実施したほか、更なる裾野拡

大のための催しとして起業応援フェアを開催した。 
⑤⻄宮ブランド（産品）の

構築 
■⻄宮ブランド（産品）の選定及び育成(日本酒、パン、ファッション、伝統⼯芸

品、農産物等) 
⇒ふるさと納税の返礼品選定や、⻄宮の和菓子ブランドを PR する「とおかし」プロ

ジェクトを実施したほか、新たに、⻄宮の日本酒を PR する「宮子さんプロジェク
ト」を展開した。 

⑥市内産品の販路拡大 ■大型量販店と連携した⻄宮産品の常設販売やイベントの開催(日本酒、スイー
ツ、農産物等) 

⇒市内産品の販路拡大に向けて、以下のとおり実施した。 
①⻄宮阪急にて毎月限定で「とおかし」販売 
②イオングループの⾒本市へ市内日本酒商品を出展 
③市内外のイオン２店舗にて期間限定で⾒本市出展商品を販売 
④イオン担当者会議にて日本酒 PR 
⑤市内ダイエー店舗にて日本酒試飲販売イベントを実施 

⑦市内事業者の受注機会
の確保 

■事業内容に応じた市内事業者の受注機会の確保 
⇒市内の事業者の受注機会を拡大し、市内経済の活性化を図るため、「⻄宮市

⼩規模修繕契約希望者登録制度」を設けており、庁内にその制度の周知を⾏
い、活用を促した。 

⑧商店街・商業団体活動
の活性化 

■商業団体による事業の企画・実施の支援 
⇒企画会議への参加や広報に関する側⾯的支援を⾏うとともに、補助事業に対

して補助⾦を交付した。 
■空き店舗活用支援による商店街の活性化 
⇒制度の周知に努め、補助条件を満たした申請者に補助⾦を交付した。 

⑨「企業市⺠」との協働 今後、第３次⻄宮市産業振興計画の策定の中で、そのあり⽅を検討する。 

⑩ワーク・ライフ・バランスの
推進 

■ワーク・ライフ・バランス実践企業の把握・顕彰 
⇒ひょうご仕事と⽣活センターと連携し、「ワーク・ライフ・バランス取組宣言企業」の

対象となる企業の把握に努めた。 
□新規（H29 年度開始） 

■継続または拡充 
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【指標値】 

取組み 
内容 

指標（単位） 基準値 最新実績値 
 

目標値 

① 支援対象企業数 ― 
 

21 件 
(H29) 

  
50 件 

（H31） 

② 

企業誘致数（市内移転含む）
【延べ】 

 
３件 

（H26） 

 
6 件 

(H29) 

  
10 件 

（H31） 

雇用者数【延べ】 
 

94 人 
（H26） 

 
152 人 
(H29) 

  
500 人 

（H31） 

③ 産学官連携件数【延べ】 ― 
 

11 件 
(H29) 

  
10 件 

（H31） 

④ 創業支援による起業者数 
 

64 件 
（H26） 

 
101 件 

（H29） 

  
120 件 

（H31） 

⑤ ⻄宮ブランド取扱商品数 ― 
 

３件 
（H29） 

  
20 件 

（H31） 

⑥ 
川上〜川中〜川下企業間の 
マッチング件数 

― 
 

10 件 
（H29） 

  
20 件 

（H31） 
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【数値目標】 

・事業数は順調に増えている。 
・各部局、大学、双⽅からのニーズは高く、連携へのマッチングに努めている。 

 指標（単位） 基準値 最新実績値  目標値 

１ 市と市内大学との連携事業数 
 

37 事業 
（H26） 

 
87 事業 
（H29） 

  
100 事業 
（H31） 

 

【目標達成に向けた取組み内容（平成 29 年度の状況）】 

①大学と連携したまちづくり ■大学との連携強化を図るための体制整備、市の連携協⼒窓口の明確化 
⇒平成 28 年度より大学連携課を設置しており、大学、市内部の連携ニーズの把

握に努めた。 
■大学の教育・研究環境づくりの充実に向けた大学経営陣との定期的な意⾒交

換、ニーズ把握 
⇒⻄宮市大学交流協議会理事会（各大学学⻑・⻄宮商⼯会議所会頭・市⻑

で構成）において意⾒交換を⾏った。 
■市内外の大学に関する情報の収集 
⇒関連情報の収集に努めた。 
■大学と連携した政策⽴案に向けた学⽣ワークショップ等の開催 
□市の政策課題について大学⽣にわかりやすく解説し、意⾒交換を⾏う講座の開

催 
⇒「大学×まちづくり 大学⽣ワークショップ」を２回開催。市内各大学より推薦を

受けた学⽣から、将来のまちづくりについての意⾒を聴取した。 
■⻄宮市大学⽣受入研修（インターンシップ）の実施 
⇒市内大学より 12 名を受け入れ、研修事業を⾏った。 

■大学等の施設更新にあわせた機動的な都市計画制度等の運用 
⇒関学上ケ原キャンパスの施設整備に関し、関学との意⾒交換を受け、都市計

画部にて、「景観地区の指定」及び「周辺道路整備を含めた交通課題の解消」
に向けた検討を⾏った。 

基本目標(２) 大学との連携強化 

【施策内容の概要】 
・本市には、9 つの特色のある大学、短期大学が⽴地し、約 3 万 6 千人の大学⽣が通学している「大学のまち」

です。今後も市内大学が活⼒を維持していくための環境づくりや、豊かな地域社会の構築をめざして｢大学のま
ち⻄宮｣を再認識し、それに相応しい都市の魅⼒づくりに取り組んでいきます。 
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■「大学のまち⻄宮」の発信強化 
⇒⻄宮市大学交流センターweb サイトを構築・公開した。 

②大学の知的資産と市の
資産の相互活用 

■オープンキャンパスや大学主催講座など大学が実施する事業の市⺠への情報提
供 

⇒⻄宮市大学交流センターweb サイトを構築・公開し、施設の PR に努めた。 
③大学と地域・企業との

交流支援 
■大学・大学⽣・地域交流イベント（大学交流祭）の開催 
⇒第 17 回大学交流祭を 11 月 26 日に開催した。また、⻄宮市大学交流協議

会大学連携学⽣プロジェクトチーム企画・運営による学⽣間・学⽣と地域の交
流イベント「みんなで紙フト︕⻄宮カップ」を開催した。 

■学⽣ビジネスアイデアコンテスト及び市内企業の経営者によるセミナーの開催 
⇒学⽣ビジネスアイデアコンテストの 1 次審査通過者を対象に、市内企業経営者

によるブラッシュアップセミナーを開催した。 
■ボランティア交流事業などの大学交流協議会地域連携推進事業への支援 
⇒⻄宮市大学交流協議会の⾏っているボランティア交流事業を支援した。 
■市の施策や地域活動を支援する学⽣ボランティアのコーディネート 
⇒⻄宮市大学交流協議会事業として実施した。 

④市内企業と大学⽣との
就職マッチング 

■合同就職説明会、大学内での⾯接会、就職支援セミナー、職場⾒学、インタ
ーンシップ等の開催 

⇒合同就職⾯接会を開催し、求人企業 15 社、学⽣等 70 名の参加があった。
また、就職支援セミナーを開催し、12 名の参加があった。 

■地元就職応援サイト「サクラナビ」による情報発信の拡充 
⇒市内企業の事業内容や福利厚⽣情報など、内容の充実を図り、就職支援に

関して幅広い情報の提供を⾏った。 
□新規（H29 年度開始） 

■継続または拡充 

 

【指標値】 

取組み 
内容 

指標（単位） 基準値 最新実績値 
 

目標値 

① 
機動的な都市計画制度等の運
用箇所 

 
1 箇所 

（H26） 

 
1 箇所 

（H29） 

  
3 箇所 

（H31） 

② 

大学交流センター研究関連利用
件数（授業含む） 

 
869 件 

（H26） 

 
983 件 

（H29） 

  
1,200 件 
（H31） 

インターカレッジ⻄宮大学共同講
座受講者数 

 
68 人/年 
（H26） 

 
46 人/年 
（H29） 

  
200 人/年 
（H31） 

③ 

学⽣ボランティア派遣者数（⻄
宮市大学交流協議会事業） 

 
96 人 

（H26） 

 
83 人 

（H29） 

  
150 人 

（H31） 
大学・大学⽣・地域交流イベント
の来場者数（大学交流祭） 

 
5,000 人/年 

（H26） 

 
5,000 人/年 

（H29） 

  
6,500 人/年 

（H31） 

④ 
マッチング事業による新規就職者
数 

 
20 人 

（H26） 

 
16 人 

（H29） 

  
100 人 

（H31） 
  



 

10 
 

 

 

【数値目標】 

・平成 28 年度に引き続き、平成 29 年度も順位を上げた。 
・今後も、⻄宮ブランドを市内外への情報発信することによる効果を注視したい。 

 指標（単位） 基準値 最新実績値  目標値 

１ 
地域ブランド調査（魅⼒度ランキ
ング） 

 
113 位 

（H27） 

 
77 位 

（H29） 

  
60 位 

（H31） 

 

【目標達成に向けた取組み内容（平成 29 年度の状況）】 

①⻄宮の休日の過ごし⽅の
提案 

■多彩な魅⼒を活用した⻄宮の休日の過ごし⽅の提案 
⇒大人が楽しめるプログラムをまとめた「まちたびにしのみや」、親子が楽しめるプログ

ラムをまとめた「まちたびにしのみや for Family」を開催した。 
■⻄宮市観光キャラクター「みやたん」を活用した⻄宮の魅⼒の PR 
⇒市内を中⼼に、イベント等に出演した（176 回）。 

②⻄宮ブランド（産品）の
情報発信の強化 

■⻄宮ブランド（産品）の情報発信 
⇒近隣市や灘五郷酒造組合、阪神電鉄などと連携し、日本酒、スイーツを活用し

た事業実施により、⻄宮ブランドの発信に取り組んだ。 
■日本酒振興プロジェクトの実施 
⇒日本酒振興プロジェクトとして、蔵開や日本酒学校などを開催した。また、PR キ

ャラクターを新たに設定し、⻄宮の日本酒の魅⼒発信と販路拡大に活用した。 
③主要駅等での情報発信

拠点の整備 
■観光案内所の運営 
⇒にしのみや観光案内所、こうしえん観光案内所で 29,890 人の来所があった。

なお、にしのみや観光案内所は平成 29 年８月 31 日をもって、こうしえん観光
案内所は平成 30 年３月 31 日をもって閉鎖した。 

④市内外への積極的な情
報発信 

■インターネット等を活用した効果的な情報発信 
⇒平成 28 年度に開設したシティプロモーションサイト「⻄宮コモンズ」で⻄宮の魅⼒

を伝える記事を発信する（週一回程度）とともに、市公式フェイスブックやツイッ
ターを活用してサイトの周知を図った。 

□新規（H29 年度開始） 

■継続または拡充 

 

基本目標(３) 都市ブランドの発信強化 

【施策内容の概要】 
・本市は、「住みたいまち」として評価され、多様な性格を持った「⽣活そのものを楽しめる魅⼒的なまち」というイメ

ージを有しています。この都市イメージを活かし、本市の都市ブランドをさらに高めていくとともに、本市の魅⼒を
PR する情報発信の強化に取り組みます。 
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【指標値】 

取組み 
内容 

指標（単位） 基準値 最新実績値 
 

目標値 

① 実施プログラムへの参加者数 
 

― 
 

 
3,713 人/年 

（H29） 

  
10,000 人/年 

（H31） 

③ 観光案内所の利用者数 
 

29,106 人/年 
（H26） 

 
29,890 人/年 

（H29） 

  
50,000 人/年 

（H31）   
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【数値目標】 

・市⺠主催の芸術⽂化企画数については、設備改修等に伴う休館状況により、年間実績値に増減がある。 
・スポーツクラブ 21 の会員数については、少子高齢化の進展もあり、逓減はやむを得ないものと考えられる。 
 

 指標（単位） 基準値 最新実績値  目標値 

１ 市⺠主催の芸術⽂化企画数 
 

551 件 
（H26） 

 
523 件 

（H29） 

  
580 件 

（H31） 

２ スポーツクラブ 21 の会員数 
 

13,729 人 
（H26） 

 
12,993 人 
（H29） 

  
15,000 人 
（H31） 

 

【目標達成に向けた取組み内容（平成 29 年度の状況）】 

①市⺠の芸術⽂化への参
加促進 

■地域に密着した芸術⽂化活動の実施 
⇒地域拠点の 40 を超える市⺠合唱団合同による市⺠コーラス大会、地域の伝

統を引き継ぐ太⿎グループがプロと参加する太⿎フェスティバルコンサート、⻄宮
神社のくぐつ師の歴史に端を発する人形劇祭り等、主体的な市⺠参画事業に
取り組んだ。また、子供が主体となり家族と一緒に気軽に芸術⽂化に触れられる
コンサートやワークショップ、公⺠館など⾝近な場所で芸術⽂化と出会える機会
を提供する事業を実施した。 

■⽂化施設の有効活用や利用促進の取組み 
⇒甲東ホール附属のピアノのオーバーホール、⽼朽化した諸施設の更新、ホール稼

働率向上のための事例研究などを⾏った。 
■⻄宮市大⾕記念美術館の学芸員による児童・⽣徒を対象にした美術鑑賞会 
⇒⼩・中学校の児童・⽣徒を学年単位で美術館に迎える学校アウトリーチ事業に

おいて、学芸員による鑑賞会を 10 件実施した。 
■市施設等を活用したアートイベント事業 
⇒施設利活用芸術⽂化イベント企画委員会を中⼼に「まちなかアートフェスタ in

旧市営甲子園春⾵町住宅」を企画し、旧市営住宅を舞台に、市内⼩学⽣とそ
の保護者によるお絵かきアートを実施した。また、京都⼯芸繊維大学と連携し、
大学⽣から市関係者向けに市内施設の利活用案を発表する⽂化事業開催
施設発掘利活用会議を開催した。 

基本目標(４) 芸術⽂化・スポーツに触れる機会の促進 

【施策内容の概要】 
・本市では、進取の気⾵のもと、市⺠が主体となって芸術・⽂化活動やスポーツ活動が活発に⾏われています。市

内外の⽅々に積極的、効果的な情報発信を⾏い、本市で楽しみながら質の高い⽣活ができることを情報発信
します。 
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②市⺠⽂化を担う人材の
育成と活用 

■プロのアーティストの⼩中学校への派遣（アウトリーチ事業） 
⇒音楽 45 件、美術 10 件の計 55 件を実施した。前年度⽐で件数は約 1.3 倍

となった。 
■市⺠が提案する事業に市が連携する協働事業提案の実施 
⇒市⺠主体で企画・実施する⽂化事業を、広報や助成で支援する協働事業提

案制度に 8 件の応募があり、７件を採択した。 
③⽂教住宅都市を支える

学術的事業の拡充 
■ライフサイエンスセミナー及び⻄宮湯川記念事業の拡充 
⇒⻄宮湯川記念事業については、「⻄宮湯川記念賞」の贈呈式を、より多くの市

⺠に⾒てもらうように、平成 28 年度より会場を本庁舎会議室からフレンテホール
へと移し、参加者の増加を図っている。 

④スポーツの楽しさを体感
できるまち、トップスポーツ
ゲームを観戦できるまち
の実現 

■スポーツの素晴らしさ、楽しさを伝え、また技術が向上できる取組みの実施 
■地域スポーツの推進やスポーツ人口の拡大 
⇒「アスレチック・リエゾン・⻄宮」の協⼒を得て、各種事業を実施した。 

□新規（H29 年度開始） 

■継続または拡充 

 

【指標値】 

取組み 
内容 

指標（単位） 基準値 最新実績値 
 

目標値 

① 

市及び⽂化振興財団の事業参
加者数 

 
137,373 人/年 

（H26） 

 
131,997 人/年 

（H29） 

  
160,000 人/年 

（H31） 
市⺠ホールで開催された⽂化事
業の来場者数 

 
202,086 人/年 

（H26） 

 
206,099 人/年 

（H29） 

  
245,000 人/年 

（H31） 
⻄宮市大⾕記念美術館の来館
者数 

 
55,977 人/年 

（H26） 

 
60,918 人/年 

（H29） 

  
60,000 人/年 

（H31） 

② 

⻄宮市⼩中学校アウトリーチ事
業の参加児童数 

― 
 

6,541 人/年 
（H29） 

  
5,400 人/年 

（H31） 
協働事業提案（芸術⽂化振興
部門）の採択件数 

 
7 件 

（H26） 

 
7 件 

（H29） 

  
12 件 

（H31） 

④ 
スポーツ教室等の参加人数 

 
153,031 人/年 

（H26） 

 
177,026 人/年 

（H29） 

  
170,000 人/年 

（H31） 

運動施設の稼働率 
 

57.0% 
（H26） 

 
56.4% 

（H29） 

  
60.0% 

（H31） 
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【数値目標】 

・基準値に使用した市区町村別の合計特殊出⽣率は 5 年毎の公表となる。 
【参考】 本市保健所で毎年算出している合計特殊出⽣率 
（H22）1.34、（H23）1.33、（H24）1.36、（H25）1.37、（H26）1.42、（H27）1.45、 
（H28）1.47 

・子育てを楽しいと感じる親の割合については、第２期子ども・子育て支援事業計画（H32-H36）を策定する際
に実施する保護者向けアンケート調査で判明する。 

 

 指標（単位） 基準値 最新実績値  目標値 

１ 合計特殊出⽣率 
 

1.32 
（H22） 

― 
  

1.41 
(H31) 

２ 
子育てを楽しいと感
じる親の割合 

就学前 
 

58.6％ 
（H25） 

― 
  

65.0% 
(H31) 

⼩学⽣ 
 

60.2% 
（H25） 

― 
  

65.0% 
(H31) 

「１」︓基準値は、「平成 20 年〜平成 24 年人口動態調査 保健所・市区町村別」（厚⽣労働省）を使用 

次回の「平成 25〜平成 29 年」の数値は平成 31 年公表予定 

「２」︓アンケート調査は平成 30 年実施予定 

 

【目標達成に向けた取組み内容（平成 29 年度の状況）】 

①「結婚したい」「子育てし
たい」と思えるための取組
み 

■独⾝者を対象としたスポーツ・⽂化事業等の取組み 
⇒平成 28 年度に⽂化スポーツ企画課において実施した独⾝者限定のマラソン教

室及び写真撮影会については、施策の推進において大きな効果が得られたとは
言い難く、また、継続性にも難があることから、平成 29 年度は事業の実施を⾒
送った。平成 29 年度は、結婚を後押しするという所期の目的に因み、⾏政戦
略課において、⻄宮市に婚姻届を提出するカップルを対象に、市役所内の会議
室で挙式を挙げる「届け出挙式」を２回実施し、計６組の利用があった。 

基本目標(５) 結婚・出産・子育て・子供の育ちへの⽀援 

【施策内容の概要】 
・子供たちを安⼼して⽣み育てていくことができるよう、子供たちの健やかな成⻑を地域全体で⾒守る「子育てにや

さしいまち」を目指していきます。  
・「子育てが楽しい」「⻄宮で子育てがしたい」「⻄宮で教育を受けさせたい」まちであり続けるための施策を推進して

いきます。 
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■ライフスタイルを切り口とする情報発信の強化、定住促進 
⇒平成 28 年度に開設したシティプロモーションサイト「⻄宮コモンズ」で⻄宮の魅⼒

を伝える記事を発信する（週一回程度）とともに、市公式フェイスブックやツイッ
ターを活用してサイトの周知を図った。 

■赤ちゃんとその保護者と⼩・中・高校⽣とのふれあいの機会の提供 
⇒⼩学校４校・中学校８校・高等学校１校で実施した。 
■学童期からの⼼⾝の発育や性に関する正しい知識の提供、支援体制の情報

提供 
⇒⼩学校４年⽣を対象に、思春期講座を夏休みに２回実施した。また、地域か

ら性に関する出前健康講座の要請があり、地域で６回実施した。 
②妊娠から出産に至る 

までの支援 
■妊婦健康診査への費用助成 
⇒妊婦に対し妊婦健診受診助成券を交付し、助成上限額合計 82,000 円 

(14 回)までの助成を⾏った。内訳は、11,000 円×２回、5,000 円×12 回。 
■特定不妊治療への助成 
⇒国の要綱に沿って、体外受精・顕微授精を受けられた夫婦に対し、医療保険が

適用されない治療費の一部を助成した（所得制限・助成回数制限あり）。助
成件数は延べ 690 件。 

■不妊治療に対する理解の普及及び⼼理的障壁の緩和 
⇒市ホームページや市政ニュース等により制度の広報を実施した。また、県所管の

「不育・不妊専門相談」の広報も合わせて実施。 
■不育治療への助成 
⇒県の要綱に沿って、不育症の検査・治療を受けられた夫婦に対し、医療保険が

適用されない治療費の一部を助成した（所得制限・助成回数制限あり）。助
成件数は４件。 

③子育て支援の充実 ■妊産婦や０歳から就学前の子育て家庭のニーズに合わせて情報提供や相談
援助を⾏う「利用者支援事業」の実施 

⇒利用者支援事業の基本型・特定型・⺟子保健型実施施設が連携しながら、
個々の育児支援を実施した。 
基本型 2 箇所（子育て総合センター、関⻄学院こどもセンター「さぽさぽ」） 
特定型 １箇所（本庁１階 10 番窓口） 
⺟子保健型 ６箇所（本庁 1 階 10 番窓口、保健福祉センター５箇所） 

■子育て支援に関する情報提供の充実 
⇒にしのみや子育てガイド（冊子）及び子育て便利マップ（医療機関編・おでか

け編）を発⾏・配布した。また、平成 29 年４月より、⻄宮市子育てアプリ「みや
ハグ」を運用開始した。 

■地域の子育て家庭が集える場の拡充 
⇒地域子育て支援拠点事業（子育てひろば）を新たに２箇所開設した。保育

所の子育てひろば２箇所を含め、市内で 20 箇所実施。 
■保育料の決定などでの未婚のひとり親家庭に対する寡婦（夫）控除のみなし

適用の実施 
⇒保育所等保険料について、３件実施した。 
■⺠間施設の赤ちゃんの駅の登録・公表の実施、移動式赤ちゃんの駅貸出の実

施 
⇒授乳室やおむつ交換台などを提供することができる施設を⻄宮市子育てバリアフ

リー施設「赤ちゃんの駅」として登録し、目印となるステッカーを建物入口等に貼
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付するとともに、市のホームページ上で公表していている。また、⺠間の該当施設
を増やすため、ホームページ上に募集ページを掲載している。移動式赤ちゃんの
駅の実績としては、あおぞら幼稚園運動会、にしのみや親子応援フェスティバルの
２箇所に貸出しを⾏った。 

■こども未来センターを拠点とした新しい支援のしくみの構築 
⇒障害など様々な課題のある子供の支援をするために、視線計測装置「かおテレ

ビ」の実施会場を２会場から５会場に拡充したほか、保健福祉センター（地域
保健課）と連携し、早期発⾒に取り組んだ。研修やアウトリーチによる教職員や
子供に対する支援の充実及び教職員のスキル向上、通園療育や診療・リハビリ
テーションによる子供の発達過程に必要な支援に加え、診察前親子教室（ほっ
こり広場）とペアレント・プログラムを新規に実施するなど、保護者支援の充実を
図った。また、発達障害などについて広く市⺠の理解を深めるため、一般向けの
講演会を実施した。 

■救急医療の充実 
⇒健康医療相談ハローにしのみや（24 時間対応電話相談）の利用件数

19,056 件。阪神北広域こども急病センター（深夜 0 時以降）の⻄宮市から
の受診者数 594 人。 

■乳幼児や子供への医療費助成 
⇒健康保険診療による医療費の自⼰負担額の全額または一部負担⾦を控除し

た額を助成した。 
④保育サービスの充実 ■保育施設の新規開設や定員増による保育所待機児童の解消 

⇒新設整備や建替等により⺠間保育所（３園・定員計 147 人）、既存園の認
定こども園への移⾏（１園・定員計 10 人）、私⽴幼稚園預かり保育補助
（定員計 10 人）で保育受入れ枠の拡大を図ったが、待機児童の定義⾒直
し（113 人増）と入所申込者の増加（42 人増）により、待機児童の解消に
は至らなかった。（323 人→413 人※旧定義では 300 人） 

■発達に課題のある児童に対する加配保育士の配置の拡充 
⇒発達障害やその他ケアが必要な児童が年々増えており、より細やかな支援を⾏

うため、平成 27 年度より加配保育士の配置を 3:1 から 2︓1 に拡充した。
H26︓35 名、H27︓40 名、H28︓46 名、H29︓48 名の保育士を配置。 

■病児保育の拡充 
⇒施設型病児保育を３箇所（定員６名、10 名、３名）で実施。３施設の利

用実績は延べ1,647人である。訪問型病児保育・病後児保育料助成制度の
利用実績は、延べ 88 人である。 

■不⾜する⺠間保育所の保育士確保を支援 
⇒保育士就職フェア（年２回）を実施し、221 人が参加した。また、保育士リク

ルートバスツアー（年２回）を実施し、13 人が参加した。その他、保育士養成
校での就職フェア等も新たに実施した。保育士の定着を目的とした保育士宿舎
借り上げ支援事業も実施。 

⑤子供の居場所の充実 ■留守家庭児童育成センターの充実 
⇒４年⽣受入れを９施設において通年で実施し、⻑期休業中の８時開所（開

所時間繰上げ）を 17 施設で実施した。５施設において指定管理者の公募を
実施した。 

■子供の居場所づくり事業、放課後子供教室事業の推進 
⇒子供の居場所づくり事業は、⼩学校施設の屋外と屋内で事業を実施する従来
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の事業メニューの他に、学校施設の屋内のみや公⺠館を活用した事業メニュー
や、学校や地域の取組みを支援し居場所の充実を図る事業メニューなど 21 校
区で事業を実施した。放課後子供教室事業は、36 地区等で様々な体験学
習や交流事業を⾏った。（延べ実施回数 1,532 回） 

■⼩学校４年⽣から中学⽣を対象とした⽂化的講座「宮⽔ジュニア」事業の実
施 

⇒一部の講座については企画運営を NPO 法人や学校法人、公⺠館定期使用
グループなどに委託し、各公⺠館において合計 52 講座を実施した。(実施回数
は 324 回、参加人数は 6,670 人） 

⑥良好な教育環境の提供
と信頼される学校づくり 

■学校園の教育目標の実現を支援する「自主・自律の学校応援事業」の実施 
⇒38 校園で実施。地域の参画と協働により、子供や地域の実態を踏まえ、インク

ルーシブ教育、⼩中一貫教育、学⼒向上を目指した取組みを支援した。また、
防災教育・学校図書館教育等の推進や地域との交流の活性化による特色あ
る学校づくりを支援した。 

■ICT を活用した授業の実施と情報活用能⼒の育成 
⇒⼩・中・高・特別支援学校のネットワーク機器の入替えを⾏い、市役所本庁舎

サーバ室に設置の教育系サーバを更新した。これにより、タブレットパソコン等の
ICT 機器の機能を活用し、多様な授業が⾏える基盤を強固なものに整えた。 

■⼩・中・市⽴高等学校への外国人外国語指導助⼿の配置による国際教育の
充実 

⇒市内市⽴⼩・中・高等学校に全校配置。⼩学校は半期で週１〜２日、中学
校は半期で常勤（⼩規模校は週３〜４日）、高等学校は通年で常勤配置
している。外国⽂化への興味関⼼の高まり、コミュニケーションを図る意欲の向上
が⾒られた。  

■⼩・中・特別支援学校における自校調理実施による安全でおいしい給食の提
供 

⇒全校自校調理⽅式での給食を実施した。また、設備機器の更新、物資評価
委員会の開催、食材の放射能検査を実施し、安全でおいしい給食を提供でき
るよう努めた。その他、空調設備のない給食室について、年次的に空調整備⼯
事を⾏った。 

■学校給食のアレルギー対応強化 
⇒運用に向け準備中だった学校給食献⽴作成・アレルゲン管理システムについて、

平成 29 年７月より全校で本格稼働を開始した。 
■⼩・中学校全校への特別支援教育支援員の配置等によるインクルーシブ教育

の充実 
⇒LD、ADHD 等により学習、⾏動⾯で著しく不安定な児童・⽣徒や在籍する学

級への支援、校内支援体制充実のため特別支援教育支援員を配置してい
る。平成 29 年度は、全⼩・中学校（61 校）に各１名を週 25 時間（１日
５時間×５日）配置した。 

■学校施設における空調設備の整備 
⇒平成 28 年度で⼩・中学校の普通教室への空調設備の整備を完了した。一

⽅、全館空調型設備を導入している施設については、設備の⽼朽化が進み、
各教室の温度を均一に保てない、冷暖房効率が悪いなどの問題が発⽣してい
る。また、学校内の教室間や個別空調を整備した学校との間で学習環境の格
差が⽣じている。このことから、今後は全館空調型設備から個別空調型設備へ
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の更新を年次的に⾏う。 
■私⽴幼稚園の就園に対する支援 
⇒対象人数︓6,772 人 助成⾦額︓823,751,235 円 

□新規（H29 年度開始） 

■継続または拡充 

 

【指標値】 

取組み 
内容 

指標（単位） 基準値 最新実績値 
 

目標値 

① 対象イベントの開催数 ― 
 

４回 
(H29) 

  
6 回 

(H31) 

② 
⺟子健康⼿帳交付時における保
健師の⾯接率 

 
36.7% 

（H26） 

 
70.5% 
(H29) 

  
95％ 
(H31) 

③ 
地域子育て支援拠点事業（子
育てひろば）の実施箇所数 

 
15 箇所 
（H26） 

 
20 箇所 
(H29) 

  
20 箇所 
(H31) 

④ 保育所待機児童数 
 

76 人 
（H27） 

 
413 人 

（H29） 

  
0 人 

(H31) 

⑤ 
留守家庭児童育成センター⼩学
校４年⽣の受入れ施設数 

 
2 施設 

（H27 モデル実施） 

 
９施設 
(H29) 

  
15 施設 
(H31) 

⑥ 

全国学⼒・学習状況調査におけ
る偏差値が全国平均を上回った
教科（知識/活用）の割合 

 
100.0% 
（H26） 

 
100.0% 
(H29) 

  
100.0% 
(H31) 

⼩・中学校の普通教室への空調
設備の設置 

 
63.3% 

（H26） 

 
100.0％ 
(H29) 

  
100.0% 
(H31) 

④︓旧定義では、最新実績値は「300 人(H29)」となる。 

 
 
  



 

19 
 

 

 

【数値目標】 

・平成 28 年 2 月に「⻄宮市地域ケア会議設置運営要綱」を制定し運営についての整理を⾏った。また、平成 29
年 11 月に地域ケア個別会議の位置付けで「自⽴に向けたケアマネジメント会議」を創設し、定期的に開催してい
る。そのため、各センターの会議開催件数が増加し、地域活動件数は目標値を達成した。 

・在宅医療・介護連携の推進など、介護が必要な⽅も地域で安⼼して⽣活できる体制づくりに取り組んでおり、要介
護認定者の居宅サービス受給率は、目標を達成した。 

 指標（単位） 基準値 最新実績値  目標値 

１ 
地域活動件数(地域包括支援セ
ンター) 

 
1,076 件 
（H26） 

 
1,421 件 
(H29) 

  
1,365 件 
(H31) 

２ 
要介護認定者の居宅サービス受
給率 

 
57.4% 

（H26） 

 
60.7% 
(H29) 

  
60.0% 
(H31) 

 

【目標達成に向けた取組み内容（平成 29 年度の状況）】 

①⽣活支援・相談支援体
制の充実 

■サロンや昼食会など⼩地域福祉活動の推進 
⇒ふれあいいきいきサロン実施回数    965 回 

ふれあいいきいきサロン参加者数 23,590 人 
ボランティアセンター登録者数    3,584 人 

■⺠⽣委員・児童委員活動の推進及び支援 
⇒⻄宮市⺠⽣委員・児童委員会の事務局として、広報紙「ともしび」の発⾏や、に

しのみや市⺠祭りでの「ふるさとブース」出展などの広報活動を支援し、⺠⽣委
員・児童委員の活動しやすい環境づくりに取り組んだ。 

■地域包括支援センター（高齢者あんしん窓口）の体制整備 
⇒地域包括支援センター 15 箇所（職員総数︓58 名） 

※平成 28 年度までブランチ型だった地域包括支援センターを地域包括支援セ
ンターに格上げし２名の職員を配置した。その他３箇所の地域包括支援セ
ンターにおいて各１名の職員を増員した。 

■地域住⺠が集い⽣活支援サービスを提供する地点拠点の整備（共⽣型地域
交流拠点） 
⇒モデル事業として、平成 28 年度に引き続き３箇所のセンターを展開した。 

基本目標(６) 高齢者・障害のある⼈の暮らしへの⽀援 

【施策内容の概要】 
・今後も進展していく高齢社会に対応できる地域づくり・まちづくりを目指し、住まい、医療、介護 予防、⽣活支

援が一体的に提供される地域包括ケアシステムの構築に取り組んでいきます。 
・障害のある人もない人も、互いに人格と個性を尊重しあい支えあう共⽣のまちづくりに取り組んでいきます。 
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②介護サービス・住まいの
充実 

■「２４時間あんしんサービス」の構築 
⇒医療介護連携５圏域のうち、鳴尾圏域でモデル実施した。 
■在宅療養相談支援センターの整備 
⇒平成 27 年度から５つの圏域に順次設置を進めてきた在宅療養相談支援セン

ターについて、残る中央圏域での設置が完了した。 
③高齢者の知識・経験・技

術等の活用支援、⽣き
がいづくり 

■宮⽔学園受講者の地域貢献活動の促進及び支援 
⇒明るく元気な地域づくりに貢献する活動を⾏った団体を表彰する「宮⽔学園いき

いき活動賞」を 15 団体に贈り、地域貢献活動の促進及び支援を図った。 
④高齢者の就業機会の確

保 
■高齢者の就労に関する相談の充実 
⇒キャリア・コンサルタントによる相談を通じて自らのキャリアを振り返り適職を探す支

援を⾏ったほか、セミナーの実施、相談者の状況に応じた様々な助成や職業訓
練の情報提供を⾏った。 

■⻄宮市シルバー人材センターなどへの支援 
⇒⻄宮市シルバー人材センターが実施する高年齢者就業機会確保事業に対して

運営費の一部を補助した。 
⑤障害のある人の⽣活支

援の充実 
■相談支援事業従事者を増やすための取組み 
⇒相談支援従事者初任者研修を⻄宮市単独で開催した。 
■研修等による相談支援事業者の質の向上 
⇒⻄宮市障害者あんしん相談窓口連絡会(相談支援部会)において、勉強会や

グループワークを実施した。 
■地域自⽴支援協議会等を活用したネットワーク作り 
⇒運営委員会、くらし部会、地域⽣活移⾏部会、相談支援部会、しごと部会、こ

ども部会、権利擁護委員会を毎月もしくは隔月で開催した。また、総会、報告
会を各１回開催した。 

■障害のある人の就労に関する相談支援の充実 
⇒⻄宮市障害者就労⽣活支援センター「アイビー」への相談件数 6,609 件 

■福祉施設から企業等への一般就労移⾏促進 
⇒「一般就労促進プロジェクト」として、「メーキャップ・⾝だしなみ講座」、「合同⾯

接会直前セミナー」などを開催したほか、地域職業体験「はたらこか」を実施し
た。 

■福祉的就労支援の強化 
⇒昨年度に引き続き、販路・企業開拓などに⼒を入れ、福祉事業所の売り上げ

2,032 万円分の支援を⾏った。 
⑥障害のある人の日中活

動の場の整備 
■障害者自⽴支援施設の計画的な整備 
⇒既存施設の改修（防犯設備整備及びスプリンクラー設備整備）を⾏った。 
■既存施設の受け入れ機能強化 
⇒⻄宮市⽴いずみの園（⽣活介護事業所）の⺠設⺠営化に合わせて、利用定

員の増を図った。 
□新規（H29 年度開始） 

■継続または拡充 
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【指標値】 

取組み 
内容 

指標（単位） 基準値 最新実績値 
 

目標値 

① ⽣活支援コーディネーター ― 
 

４名 
(H29) 

  
6 名 

(H31) 

② 

地域のショートステイ総定員数 
 

14 人 
（H26） 

 
34 人 
(H29) 

  
44 人 
(H31) 

特別養護⽼人ホームの総定員数 
 

1,381 人 
（H26） 

 
1,615 人 
(H29) 

  
1,711 人 
(H31) 

在宅療養相談支援センターの 
設置 

― 
 

５箇所 
(H29) 

  
5 箇所 
(H31) 

③ 
⽣涯学習大学「宮⽔学園」講座
受講申込者数 

 
2,963 人/年 

（H26） 

 
3,053 人/年 

(H29) 

  
3,500 人 
(H31) 

④ 
⻄宮市シルバー人材センター 
会員数 

 
2,189 人 
（H26） 

 
2,264 人 
(H29) 

  
2,750 人 
(H31) 

⑤ 

計画相談支援・障害児相談支
援の支給決定者数 

 
394 人 

（H26） 

 
2,839 人 
(H29) 

  
3,936 人 
(H31) 

障害者就労⽣活支援センター 
登録者数 

 
446 人 

（H26） 

 
591 人 
(H29) 

  
650 人 
(H31) 

⑥ 
市内指定⽣活介護事業所の 
定員 

 
481 人 

（H26） 

 
544 人 
(H29) 

  
511 人 
(H31) 
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【数値目標】 

・平成 28 年度には一旦上昇した数値が、平成 29 年度には下落し、基準値と同程度となった。今後も引き続き各
関連施策を推進することで、数値が上昇することを期待したい。 

 指標（単位） 基準値 最新実績値  目標値 

１ 
地域ブランド調査（ぜひ住みた
い・できれば住みたい） 

 
6.7% 

（H27） 

 
6.7％ 
(H29) 

  
12.0% 
(H31) 

 

【目標達成に向けた取組み内容（平成 29 年度の状況）】 

①地域における市⺠活動
への支援 

■市⺠活動、自治会運営等に関する相談支援、サークル活動等のための支援 
⇒自治会ガイドブック（加入促進編）や加入促進チラシについて、要望のある自

治会等に配布するなどの支援を⾏った。 
■自治会等の公益的な活動中に発⽣した事故等に対する補償についての支援 
⇒５件の事故に対して各種補償⾦を支給した。 
■市⺠団体が主体的に取り組む「にしのみや市⺠祭り」への支援 
⇒市内の各種団体で構成される「にしのみや市⺠祭り協議会」に対して、補助⾦

の交付及び事務局を設置することにより支援を⾏った。 
《第 42 回にしのみや市⺠祭り》 
開催日︓平成 29 年 10 月 28 日（土） 来場者数︓14,000 人 

②良好な住環境の保全と
地域の魅⼒発信 

■まちづくり協議会等への地区計画等策定に向けたアドバイザー派遣 
⇒地区計画やまちづくりに関わる構想等の策定に取り組む３地区の団体にまちづく

りの専門家を派遣した。 
■空き家活用による地域貢献活動への支援（改修支援、マッチング支援） 
⇒空き家バンク登録（物件３ 利用希望者２ マッチング件数１） 

空き家改修費補助（0 件）                                     
空き家利活用関連相談（18 件） 

■⼾建住宅住替え支援（改修支援等） 
⇒空き家改修費補助（0 件）                                        

空き家居住関連相談（３件） 
■宮っ子のいえアドバイザー派遣による地区コミュニティ形成支援 
⇒１団体に対して１回の派遣を実施し、市⺠主体の活動の支援を⾏った。 

基本目標(７) 地域特性を踏まえた取組み 

【施策内容の概要】 
・交通利便性の高さ、⽥園⾵景が残る環境、賑わい・活気のある環境など、本市には、多様な魅⼒があり、地域

それぞれの特性があります。地域により抱えている課題も異なっているため、地域における市⺠活動への支援や、
良好な住環境の保全、地域の魅⼒発信などを通じ、人口の増加や人口減少の抑制を図ります。 



 

23 
 

■すまいの総合窓口での住宅ニーズの収集及び住まいの情報発信 
⇒建築・リフォーム相談（73 件） 

不動産相談（154 件） 
マンション管理相談（72 件） 

③市内移動の利便性向上 ■南北⽅向の交通アクセスの向上 
⇒市⺠意識調査の結果を反映させて平成21年度に策定した「都市計画道路整

備プログラム」に基づき道路整備を⾏っており、平成30年3 月末現在の都市計
画道路の整備率は 84%となっている。 

■バス路線の拡充と利用に応じたダイヤの⾒直し等 
⇒バス事業者とバス路線の再編・拡充等について協議を⾏い、JR 甲子園口駅南

のバス乗り場を増設することができた。 
■バス停留所上屋・ベンチの設置やノンステップバス・バスロケーションシステムの導

入 
⇒バス事業者と連携してノンステップバスの導入やバス停留所に上屋・ベンチの設

置、バスロケーションシステムの導入について協議し、バス事業者に対して導入及
び整備費の補助を⾏った。 

■主要駅における自転⾞駐⾞場（駐輪場）整備 
⇒阪神鳴尾自転⾞駐⾞場の新規整備を⾏った。また、既設自転⾞駐⾞場の一

部で増設を⾏った。 
④人口減少・少子高齢化

が先⾏する地区への対
応 

■【鳴尾地区】地域特性に応じたスポーツ活動の企画支援と情報発信 
⇒バスケットボールの盛んな地域特性を活かした企画として、浜甲子園体育館に

て、⻄宮ストークスと指定管理者が連携し、⼩・中学⽣を対象にバスケットボー
ルスクールを実施し、⼩学校低学年 266 名、⼩学校高学年 600 名、中学⽣
844 名が参加した。バスケットボール競技の普及やスポーツ人口の拡大にもつな
がるため、HP や市政ニュースを活用し、情報発信した。 

■【鳴尾地区】鉄道高架事業や駅周辺地区の整備にあわせた新たな土地利用
の誘導・促進 

⇒側道及び交差道路の整備を促進した。また、鳴尾駅周辺の活性化に向け、阪
神電鉄、武庫川⼥子大学、⻄宮市により、地域の特性を踏まえた鳴尾駅高架
下の利活用や、道路・公園等の周辺整備に関する話し合いを⾏った。 

■【北部地区】国道 176 号名塩道路の未整備区間の早期整備促進 
⇒異常気象時通⾏規制区間の解消へ向け、⽣瀬⼯区の⼯事が継続的に実施

された。 
■【北部地区】コミュニティ交通についての支援 
⇒運⾏損失等への助成を⾏ったほか、運⾏協議会への専門家派遣を実施した。 
■【北部地区】国⾒台における企業誘致 
⇒継続的な企業訪問や奨励⾦等の活用により、国⾒台の用地は平成 29 年４

月に完売した。 
■【北部地区】自然を活用した交流の機会創出 
⇒船坂⾥⼭学校（旧船坂⼩学校跡施設）において、地域住⺠等による実⾏委

員会が実施する収穫祭（ふれあい広場）と連携して、⾥⼭⾵景と農産品を活
用したイベント「船坂マルシェ＆ふれあい広場」を開催し、地域を訪れる人と地域
住⺠との交流の機会を創出した。 

■【北部地区】⼭口町船坂等の地元主体によるまちづくりについて支援 
⇒専門家の派遣や活動助成等の支援を実施した。船坂地区では、まちづくりに関
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する基本計画を策定するとともに、古⺠家の保全に向けた利活用策を検討し
た。また、船坂⾥⼭学校における使用⽅法について、ランチルームの夜間使用を
可能にするとともに、「⾥⼭学校における撮影・取材等の許可に関する注意事
項」、「グランドにおける⽕気使用申請⼿続き」について指定管理者と協議し整
理した。 

□新規（H29 年度開始） 

■継続または拡充 

 

【指標値】 

取組み 
内容 

指標（単位） 基準値 最新実績値 
 

目標値 

① 自治会加入率 
 

77.3％ 
（H26） 

 
71.78％ 
(H29) 

  
80.0％ 
(H31) 

② 

地区計画の策定件数 
 

32 箇所 
（H26） 

 
34 箇所 
(H29) 

  
35 箇所 
(H31) 

景観重点地区の指定 
 

2 箇所 
（H26） 

 
4 箇所 
(H29) 

  
5 箇所 
(H31) 

空き家地域活用件数 ― 
 

１件 
(H29) 

  
5 件 

(H31) 

③ 

都市計画道路整備率 
 

76％ 
（H26） 

 
84％ 
(H29) 

  
85％ 
(H31) 

路線バス利用者数 
 

49,822 人/日 
（H26） 

 
50,759 人/日 

(H29) 

  
50,000 人/日 

(H31) 

踏切箇所数 
 

42 箇所 
（H26） 

 
36 箇所 
(H29) 

  
36 箇所 
(H31) 

自転⾞駐⾞場（駐輪場）収容
可能台数 

 
29,730 台 
（H26） 

 
30,007 台 

(H29) 

  
30,000 台 

(H31) 

④ 

産・学・官による地域活性化に関
する連携協定（鳴尾地区） 

― 
 

0 件 
(H29) 

  
1 件 

(H31) 

船坂⾥⼭学校の来場者数 
 

5,258 人/年 
（H26） 

 
17,733 人/年 

(H29) 

  
8,000 人/年 

(H31) 
コミュニティ交通の利用者数（⽣
瀬地区） 

 
44 人/日 

（H26 試験運⾏） 

 
94.4 人/日 

 (H29) 

  
88 人/日 
(H31) 

さくらやまなみバスの利用者数 
 

403,603 人/年 
（H26） 

 
438,799 人/年 

(H29) 

  
430,000 人/年 

(H31) 
 
 
 


